
標準化とは
　そもそも「標準化」とはなんでしょうか？専門機関

である日本工業標準調査会(JISC)のＨＰによれば、

“多様化・複雑化・無秩序化する事柄を少数化・単純

化・秩序化する”ことを言い、それによって制定される

取り決めが標準・規格といわれるものです。標準化の

起源は大変古く、紀元前2500年ごろにエジプトのピ

ラミッド建設にあたって石の大きさの測定法や積み上

げ手順などの標準が自然発生的にできたとの説もあ

るようです。

　標準化の役割は、互換性・インターフェースの確保、

正確な情報伝達、性能確保など図１にみられるとおり

「 標 準 化 」は
新 商品市 場展 開の
ビジネスツール

各 方 面 の 専 門 家 に よる
ビ ジ ネ ス に 役 立 つ エ ッ セ ン ス

です。私達の暮らしに如何に密着しているかがお分か

りいただけると思います。

　“標準・規格”には、ISO・IECやJISなどの公的な標

準（デジュール標準）や市場での競争で勝ち抜いた事

実上の標準（デファクト標準）があり、またその中間に

企業集団などが作成するフォーラム標準やコンソーシ

アム標準があります。これらの種類により手続きの公

開性やコンセンサスレベルが違ってきます。公的標準

になるほど“高い”と言えるでしょう。

　“標準・規格”には階層もあります。ISO・IEC等の国

際標準を頂点にして、地域標準、国家標準、業界標準、

社内標準の順に展開していきます。[図２]

　基本的には上層の標準に下層の標準が従うことと

なります。このことが標準化がビジネス上の戦略手段

となりうる理由の一つですが、これについては後ほど

述べさせていただきます。

標準化と知的財産権
　標準化制度と特許等の知財制度は両極にあり、相

容れないと思われている方が多いように見受けられま

す。しかし実際は、必要があれば特許等の技術も一定

の条件のもとに標準に取り込むことができます。

　この際の条件とは、特許権者は、標準を使う人に対

し、無償もしくは非差別的かつ合理的条件（ＲＡＮＤ

条件）で特許権の実施を許諾することが求められるこ

とです。

　従って、企業は標準化と知財を車の両輪のように考

えてビジネス戦略を練るべきでしょう。

標準化が市場展開の
ビジネスツールになる理由
　標準化がビジネスツールになる理由を、標準化全般

と特に国際標準に分けてご説明します。

　まず、国内標準化を含む標準化全般ですが、その効

果の一つとして“技術の見える化”があります。特にブラ

ンド力がそれほどない中小企業にとっては公的標準で

あるJIS等の制定は大きな効果があると思います。ま

た、競合技術がある中で自社技術が標準化されること

は“研究開発等の先行投資が生かされる”ことになりま

す。さらには市場から“低品質品の排除”も可能となり

ます。一旦標準化されれば、“ロックイン効果”により

ユーザーが逃げなくなるという効果も期待できるで

しょう。[図３]

　一方で、国際標準ですが、これは国際法制度上の強

い理屈があると思っています。

　WTO（世界貿易機関）のTBT協定（貿易の技術的障

害に関する協定）で、各国の規格（法律の技術基準な

ど も 含 む ）作 成 の 際 に は 原 則 として 国 際 標 準

(ISO/IEC等)を基礎とすることが義務づけられていま

す。また、政府調達協定でも同じような義務付けがな

されています。

　従って、自社又は自国技術で国際標準を制定でき

れば、断然世界市場で有利になるわけで、このことが

国際標準化が世界市場展開のビジネスツールになる

一番の理由かと思います。

　このため国際標準化を巡ってはさまざまなドラマが

あり、私も成功事例・失敗事例を経験していますが、こ

れらを含め次号では新市場創造型標準化制度と標準

化活用支援パートナーシップ制度についてご紹介する

予定です。
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　「標準化」というと皆さんはどのような感 想をお持ちでしょう

か？ 縁の下の力持ち、大事だけど地味だよね、とか 研究開発で

差別化を図ろうとしているのに画一的な標準化は邪魔なんだよ

ね、とか…いろいろ聞こえてきそうです。

　でも、実は「標準化」は使いようによっては新商品を市場にス

ムーズに展開するためのビジネスツールになるのです。そして経

産省はそのための新たな制度を立ち上げました。このことを2回

に亘って順を追ってご説明したいと思います。

国際レベル

地域レベル

国家レベル

団体レベル

社内レベル

標準化の活用により期待される効果の例

自社の技術・製品のスペック・性能の
見える化を通じて、市場での差別化を
可能にする。

自社の技術・製品のスペック・性能を
変更することなく、市場投入を可能に
する。

一定の水準の品質基準などの標準化
により、低品質品の排除等を可能にす
る。

顧客を自社の技術・製品に惹きつける
ことにより、コスト競争力の強化を可
能にする。
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ISO / IEC / ITU

N, …

 JIS / ANSI / BS / DIN

JASO / JEITA, …

・シートベルト
・ヘルメット
・チャイルドシート等

・タイヤ
（強度・耐久性） ・機械要素部品　・乾電池

・環境配慮設計 ・工場排水試験方法
・省エネラベル等・ボタン電池等

・取扱説明書の図記号
・リコール社告

・標識 ・電気用図記号 ・SI単位  
・各種専門領域の用語 ・標準物質 等

・QRコード
・コンパクトディスク（CD）

・視覚障害者誘導用ブロック
・高齢者/障害者配慮設計
・介護用ベッド　・車いす等

安全性の確保 一定水準の品質
（性能等）の確保

互換性・
インターフェース
の確保

正確な情報伝達
（相互理解の促進）

消費者の安全を守る

多様性の制御
（最適化、単純化）

高齢者や障害者に
配慮した社会づくり環境負荷の低減

地球温暖化防止への貢献
新技術の普及
市場の拡大

生産効率
の向上

国際標準

地域標準

国家標準

業界標準

社内標準

JIS・国際規格を制定する

新技術の普及
市場の拡大

・コスト削減
・製品の共通化

図２
標準の階層

図１/ 標準化の役割

図３
標準化の効果
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